
問

私
の
よ
う
な
余
所
か

よ

そ

ら
来
た
人
間
に
と
っ
て
、

自
然
豊
か
な
本
市
の
地
域

の
魅
力
は
満
載
で
あ
る
。

郷
土
愛
を
育
て
る
た
め

の
評
価
項
目
に
「
庄
内
論

語
」
が
あ
る
が
、
勉
強
嫌

い
の
子
ど
も
に
と
っ
て
は

ど
う
な
の
か
疑
問
だ
。

本
市
の
魅
力
を
最
大

限
に
活
か
し
体
験
を
通

し
て
学
ぶ
こ
と
が
、
郷

土
愛
を
育
て
る
と
思

う
。地

域
の
魅
力
を
再
構

築
し
、
学
校
教
育
の
中

で
重
視
す
る
べ
き
だ
が

ど
う
か
。

教
育
長

本
市
の
魅
力

で
あ
る
自
然
を
最
大
限

に
活
か
し
た
体
験
を
通

し
て
学
ぶ
こ
と
は
、
郷
土

愛
の
醸
成
に
大
き
な
役
割

を
果
た
す
。

情
報
提
供
や
効
果
的
な

学
習
計
画
の
作
成
方
法

等
、
各
学
校
の
特
色
あ
る

教
育
活
動
が
充
実
す
る
よ

う
支
援
す
る
。

問

本
市
で
は
、
燃
や
す

ご
み
に
金
属
類
が
多
く
混

入
し
て
い
る
と
の
注
意
喚

起
が
さ
れ
た
。

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分

場
は
、
地
元
自
治
会
と
交

わ
し
た
環
境
保
全
に
関
す

る
協
定
書
に
は
、
焼
却
灰

と
不
燃
残
渣
と
な
っ
て
お

り
、
廃
棄
物
の
混
入
・
埋

立
て
は
行
わ
な
い
こ
と
を

原
則
と
し
て
い
る
。

金
属
類
の
混
入
状
況

と
、
ご
み
焼
却
施
設
で
残

っ
た
金
属
類
は
、
ど
の
よ

う
に
処
理
す
る
の
か
。

市
民
部
長

焼
却
灰
を
冷

却
す
る
機
械
の
内
部
で
、

閉
塞
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
発

生
し
、
焼
却
炉
を
一
旦
停

止
し
点
検
し
た
と
こ
ろ
、

鉄
線
等
の
金
属
類
が
１
６

０
㎏
程
度
発
見
さ
れ
た
。

洗
浄
し
、

㎏
は
地
元

90

の
回
収
業
者
に
引
き
取
り

を
依
頼
し
、
残
り
は
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
コ
ン
テ
ナ
に
保

管
し
て
い
る
。

９
月
２
日
も
同
様
に
発

生
し
た
。

保
管
し
て
い
る
金
属
類

は
、
廃
棄
物
処
理
業
者
に

依
頼
す
る
こ
と
を
検
討
し

て
い
る
。

問

ご
み
削
減
に
向
け
た

本
格
的
な
取
り
組
み
は
ど

う
か
。

市
民
部
長

講
習
会
や
施

設
見
学
会
等
で
、
ご
み
の

減
量
を
啓
発
し
て
い
る
。

今
年
度
の
夏
と
冬
に
、

燃
や
す
ご
み
の
サ
ン
プ
ル

調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

分
析
結
果
を
踏
ま
え
、

ご
み
を
減
ら
す
た
め
に
、

家
庭
や
事
業
所
で
出
来
る

取
り
組
み
を
情
報
発
信

し
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り

込
ん
だ
減
量
施
策
を
検
討

・
実
施
す
る
。

問

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源

循
環
促
進
法
を
踏
ま
え
、

リ
サ
イ
ク
ル
率
の
向
上
に

向
け
た
計
画
は
ど
う
か
。

市
民
部
長

プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
品
の
分
別
回
収
を
実

施
し
た
場
合
、
焼
却
施
設

の
効
率
が
低
下
し
、
助
燃

材
の
都
市
ガ
ス
の
使
用
量

の
増
加
や
、
資
源
化
工
場

へ
の
輸
送
量
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
。

リ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
温

室
効
果
ガ
ス
の
削
減
効
果

が
相
殺
さ
れ
、
検
証
が
必

要
と
考
え
る
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器

包
装
類
の
汚
れ
を
落
と
す

方
法
や
、
目
安
を
写
真
で

示
す
な
ど
、
分
か
り
や
す

い
情
報
発
信
を
行
う
。

問

ご
み
削
減
や
金
属
類

混
入
を
防
ぐ
観
点
か
ら
、

透
明
・
半
透
明
の
ゴ
ミ
袋

を
検
討
す
る
べ
き
で
は
な

い
か

市
民
部
長

適
切
な
分
別

を
促
す
効
果
や
、
金
属
類

の
混
入
を
抑
制
す
る
効
果

が
あ
る
と
考
え
る
。

他
団
体
の
事
例
等
も
検

証
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

問

町
内
会
等
の
集
団
回

収
は
減
少
し
て
い
る
。

民
間
事
業
者
と
協
力
し

て
、
古
紙
類
の
拠
点
回
収

を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

市
民
部
長

資
源
回
収
の

機
会
の
拡
大
は
重
要
で
あ

り
、
事
業
者
と
の
意
見
交

換
等
を
通
じ
て
、
回
収
拠

点
の
拡
大
を
検
討
す
る
。
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鶴
岡
市
議
会
９
月
定
例
会
一
般
質
問
で
８
日
、
日
本

共
産
党
市
議
団
の
坂
本
昌
栄
議
員
は
、
①
地
域
の
魅
力

を
再
構
築
し
、
地
域
活
性
化
推
進
に
向
け
た
取
り
組
み
、

②
市
営
住
宅
の
管
理
、
③
ご
み
の
削
減
、
リ
サ
イ
ク
ル

に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

地
域
の
魅
力
を
学
校
教
育
で
重
視
を

問

市
営
住
宅
の
管
理

は
、
令
和
４
年
４
月
か
ら

民
間
に
委
託
さ
れ
た
が
、

入
居
者
へ
の
周
知
の
経
緯

と
、
今
後
の
丁
寧
な
説
明

は
ど
う
か
。

建
設
部
長

市
営
住
宅
入

居
者
の
代
表
者
で
あ
る
管

理
人
会
議
で
、
管
理
代
行

の
制
度
概
要
の
説
明
会

を
、
令
和
３
年
１
月
に
行

っ
て
い
る
。

管
理
代
行
の
開
始
時
期

と
、
山
形
県
す
ま
い
・
ま

ち
づ
く
り
公
社
（
山
形
県

住
宅
供
給
公
社
）
へ
の
管

理
代
行
決
定
の
お
知
ら
せ

等
を
行
っ
て
き
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
、
対
面
で
の
説
明
機
会

が
限
ら
れ
て
い
た
。

周
知
と
説
明
の
方
法
を

工
夫
し
な
が
ら
、
丁
寧
な

説
明
を
心
が
け
る
。

問

市
営
住
宅
の
住
民
の

声
に
耳
を
傾
け
る
体
制
を

と
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

入
居
者
へ
の
ア
ウ
ト
リ

ー
チ
は
ど
う
か
。

建
設
部
長

集
合
ポ
ス
ト

の
定
期
的
な
確
認
に
よ
る

入
居
者
の
安
否
確
認
は
、

公
社
か
ら
提
案
が
あ
っ

た
。今

年
度
の
管
理
代
行
の

成
果
と
課
題
に
つ
い
て
確

認
し
、
来
年
度
の
事
業
に

向
け
て
改
善
を
図
る
。

問

美
原
町
の
市
営
住
宅

は
築

年
以
上
経
過
し
て

50

い
る
。

今
後
の
老
朽
化
を
見
据

え
、
中
長
期
的
な
計
画
は

検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
。

建
設
部
長

市
営
住
宅
の

％
が
耐
用
年
数
の
２
分

82の
１
を
経
過
し
て
い
る
。

鶴
岡
市
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
の
個
別
施
設

計
画
で
、
市
営
住
宅
等
長

寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、

外
壁
の
改
修
や
屋
根
改
修

等
、
入
居
者
の
住
環
境
の

改
善
、
長
寿
命
化
工
事
を

実
施
し
て
い
る
。

市
営
住
宅
老
朽
化

中
長
期
的
計
画
は

燃
や
す
ご
み
に
金
属
類
が
多
く
混
入



問

加
齢
や
前
立
腺
が
ん

な
ど
の
後
遺
症
な
ど
に
よ

り
、
尿
漏
れ
パ
ッ
ド
や
、

紙
お
む
つ
を
使
う
男
性
が

増
え
て
い
る
。

本
市
の
公
共
施
設
に
、

サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の

設
置
状
況
は
ど
う
か
。

災
害
対
策
と
ト
ラ
ン
ス

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
配
慮
か
ら

も
、
導
入
の
必
要
性
が
高

ま
っ
て
い
る
。

市
役
所
や
図
書
館
な

ど
、
高
齢
者
の
利
用
者
が

多
い
公
共
施
設
や
、
観
光

地
の
公
衆
ト
イ
レ
な
ど
へ

の
設
置
が
必
要
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

総
務
部
長

藤
島
庁
舎
や

荘
内
病
院
な
ど
の
多
目
的

ト
イ
レ
な
ど
に
設
置
し
て

い
る
。

特
に
一
般
市
民
が
多
く

利
用
す
る
公
共
施
設
で

の
、
男
子
ト
イ
レ
へ
の
設

置
が
必
要
だ
。

ま
ず
は
市
の
庁
舎
等
、

一
般
市
民
が
利
用
す
る
こ

と
が
多
い
施
設
へ
順
次
、

設
置
を
進
め
た
い
。

問

Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
７
月

に
公
表
し
た
地
方
路
線
の

赤
字
額
は
、
羽
越
線
の
村

上
―
鶴
岡
間
が
最
も
多

く
、
２
０
１
９
年
度

億
49

９
０
０
万
円
、

年
度
は

20

億
５
５
０
０
万
円
だ
っ

52た
。い

つ
で
も
ど
こ
で
も
自

由
に
、
安
全
に
移
動
す
る

こ
と
は
、
健
康
で
文
化
的

な
生
活
を
営
む
う
え
で
欠

か
せ
な
い
。

憲
法
に
保
障
さ
れ
た
生

存
権
と
移
転
の
権
利
、
幸

福
追
求
権
の
施
策
が
、
国

と
自
治
体
に
求
め
ら
れ
て

い
る
。

羽
越
線
の
利
便
性
を
向

上
し
、
通
学
や
、
長
距
離

移
動
の
手
段
と
し
て
飛
行

機
と
共
存
し
た
施
策
、
ま

た
観
光
列
車
「
快
速
海
里

号
」
を
は
じ
め
と
し
た
観

光
誘
致
な
ど
、
Ｊ

Ｒ
と
共
同
し
、
利

用
促
進
策
が
求
め

ら
れ
る
が
ど
う

か
。

企
画
部
長

国
土

交
通
省
の
有
識
者

検
討
会
で
は
、
特

急
列
車
や
貨
物
列

車
が
走
行
す
る
基

幹
的
な
鉄
道
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
線
区

は
除
外
さ
れ
て
お

り
、
羽
越
本
線
が

直
ち
に
運
行
見
直

し
の
協
議
が
さ
れ

る
と
は
捉
え
て
い

な
い
。

し
か
し
、
Ｊ
Ｒ

が
厳
し
い
現
状
を

提
示
し
た
こ
と
か

ら
、
県
と
庄
内
２

市
３
町
の
担
当
課
長
会
議

が
開
催
さ
れ
、
利
用
促
進

に
こ
れ
ま
で
以
上
に
取
り

組
む
こ
と
を
確
認
し
た
。

マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
推
進
と
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の

情
報
発
信
の
強
化
な
ど
、

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据

え
た
観
光
誘
客
を
図
り
、

秋
田
と
新
潟
両
県
を
含
む

沿
線
市
町
村
で
取
り
組
ん

で
い
く
。

問

月
か
ら
市
内
循
環

10

バ
ス
の
コ
ー
ス
が
見
直
さ

れ
、
新
た
に
市
内
南
部
地

域
を
運
行
す
る
コ
ー
ス
も

設
定
さ
れ
、
市
民
へ
の
周

知
に
つ
い
て
伺
う

企
画
部
長

市
の
広
報
９

月
号
や
庄
内
交
通
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
庄
内
交

通
で
は
タ
ウ
ン
誌
へ
の
折

り
込
み
な
ど
を
行
う
と
聞

い
て
い
る
。

問

運
転
免
許
の
返
納
者

数
は
ど
う
か
。

企
画
部
長

令
和
３
年
度

は
５
６
７
人
、
ゴ
ー
ル
ド

パ
ス
の
発
行
は
１
４
９
４

枚
と
な
っ
て
い
る
。

土木課入札結果（ ）内は予定価格
9月15日入札分

・堅苔沢淵ノ上線ほか１路線道路改良工事（堅苔沢地内）
(株)ユーエル 8.100.000円（8.330.000円）工期～5/2/28（落札率97.24％）

都市計画課入札結果（ ）内は予定価格
9月15日入札分

・市都市公園施設長寿命化対策工事その2（大宝寺町地内ほか）（入札4業者）
(株)山口工務店 9,000,000円（9,180,000円）工期～5/3/24（落札率98.04％）

8月30日入札分
・土地利用構想等策定支援業務（入札3業者）
(株)ケー・シー・エス東北支社 3,100,000円（4,570,000円）（落札率67.83％）

鶴
岡
市
議
会
９
月
定
例
会
一
般
質
問
で
８
日
、
日
本

共
産
党
市
議
団
の
長
谷
川
剛
議
員
は
、
①
公
共
施
設
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
②
教
育
環
境
、
③
公
共
交
通
に
つ

い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

男
子
ト
イ
レ
に
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を

問

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
が
始
ま

り
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
充
電

器
を
自
宅
に
持
ち
帰
り
、

持
ち
物
が
増
え
て
い
る
。

保
護
者
か
ら
も
、
「
重

い
ラ
ン
ド
セ
ル
や
カ
バ
ン

に
加
え
て
、
水
筒
や
部
活

の
道
具
な
ど
も
持
ち
、
大

人
で
も
持
ち
上
げ
る
の
に

苦
労
す
る
」
と
い
う
声
が

出
さ
れ
て
い
る
。

通
学
時
の
負
担
軽
減
を

ど
の
よ
う
に
指
導
し
て
い

る
か
。

教
育
長

時
間
割
や
曜
日

に
よ
っ
て
、
持
ち
運
ぶ
物

の
量
も
異
な
る
こ
と
か

ら
、
学
校
に
置
い
て
よ
い

学
用
品
を
確
認
し
、
学
校

に
置
い
て
い
く
こ
と
を
指

導
し
て
い
る
。

家
庭
で
も
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
役
立
て
る
よ
う
、

持
ち
帰
り
を
推
奨
し
て
い

る
。タ

ブ
レ
ッ
ト
で
教
科
書

を
閲
覧
で
き
る
デ
ジ
タ
ル

教
科
も
あ
り
、
そ
の
分
の

教
科
書
は
置
い
て
お
く
こ

と
が
で
き
、
荷
物
を
減
ら

す
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

問

文
科
省
が
発
表
し
た

２
０
２
１
年
度
児
童
生
徒

の
近
視
実
態
調
査
に
よ
る

と
、
裸
眼
視
力
１
・
０
未

満
の
割
合
は
、
小
学
生
が

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
で
持
ち
物
増

負
担
軽
減
は

・
９
％
、
中
学
生
が

32

54

・

％
で
、
学
年
が
上
が

7
る
に
つ
れ
て
増
加
し
て
い

る
。男

女
別
で
は
、
女
子
の

方
が
学
年
が
上
が
る
に
つ

れ
て
、
近
視
が
進
む
傾
向

と
な
っ
て
い
る
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

の
デ
ジ
タ
ル
端
末
画
面

を
、
顔
に
近
づ
け
て
長
時

間
使
う
こ
と
に
よ
り
、
黒

目
が
内
側
に
寄
っ
た
ま
ま

戻
ら
な
く
な
る
「
急
性
内

斜
視
」
が
増
加
し
て
い
る

こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
。児

童
生
徒
の
視
力
の
現

状
と
、
医
療
機
関
の
受
診

状
況
に
つ
い
て
ど
う
か
。

視
力
低
下
を
防
ぐ
た
め

に
、
保
護
者
や
児
童
生
徒

に
、
ど
の
よ
う
に
情
報
提

供
や
指
導
を
し
て
い
る

か
。

教
育
長

令
和
３
年
度
で

視
力
１
・
０
未
満
の
視
力

異
常
と
な
っ
た
割
合
は
、

小
学
校
の
男
子

％
、
女

33

子

％
、
中
学
校
の
男
子

38％
、
女
子

％
で
あ
る
。

55

61

小
学
校
の
視
力
異
常
者

の
割
合
は
、
５
年
連
続
で

増
加
し
て
い
る
。

医
療
を
受
診
し
た
の
は

小
学
校
で

％
、
中
学
校

76

で

％
で
あ
る
。

69メ
デ
ィ
ア
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機

器
に
触
れ
る
時
間
が
増
え

て
お
り
、
教
育
委
員
会
で

は
「
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
パ
ソ

コ
ン
の
活
用
の
ル
ー
ル
」

と
い
う
文
書
を
配
布
し
、

正
し
い
姿
勢
や
使
用
時
間

等
を
指
導
し
て
い
る
。

各
学
校
の
保
健
だ
よ
り

な
ど
で
、
メ
デ
ィ
ア
の
使

用
の
在
り
方
等
を
啓
発
し

て
い
る
。

羽
越
線
赤
字

利
用
促
進
策
は


